
  

【作
者
】杜 

牧
（
八
〇
三
～
八
五
二
年
）
晩
唐
の
詩
人
。
字
は
牧
之
［
ぼ
く
し
］
、
号
は
樊
川
［は
ん
せ
ん
］
、
陝
西
省
長
安
県
の
人
。 

名
家
の
出
身
に
し
て
八
二
八
年
進
士
に

及
第
後
、
地
方
、
中
央
の
官
を
歴
任
し
中
書
舎
人
（
ち
ゅ
う
し
ょ
し
ゃ
じ
ん
）
と
な
っ
て
没
す
。
資
性
剛
直
、
容
姿
美 

し
く
歌
舞
を
好
み
、
青
楼
に
浮
名
を
流
し
た

こ
と
も
あ
っ
た
。
樊
川
文
集
二
十
巻
、
樊
川
詩
集
七
巻
あ
り
、
阿
房
宮
賦
［あ
ぼ
う
き
ゅ 

う
ふ
］は
早
年
の
作
に
し
て
文
名
を
高
め
た
。
年
五
十
歳
。  

【語
釈
】＊
清 

 

明…
 

清
明
節
の
日
。 

二
十
四
節
気
の
一
つ
で
春
分
の
日
か
ら
数
え
て
十
五
日
目  

 

＊
粉 

 

粉…

多
く
。 

さ
か
ん
な
さ
ま
。  

 

＊
路
上
行
人…

 

路
傍
の
旅
人
で
。  

 

＊
欲
斷
魂…

心
が
滅
入
る
。 

も
の
悲
し
く
な
る
。  

＊
借 

 

問…

借
は
仮
。 

試
み
に
問
う
こ
と
。  

【通
釈
】清
明
の
季
節
で
あ
る
の
に
、
雨
は
降
り
し
き
っ
て
い
る
。
雨
や
ど
り
を
し
て
い
た
一
人
の
旅
人
は
、 

酒
で
も
の
ん
で
滅
入
る
心
を
晴
ら
そ
う
と
思
い
、
通
り
合
わ
せ
た

牛
飼
い
の
少
年
に
、
近
く
に
酒
屋
は
な
い
か
と
尋
ね
る
と
、 

は
る
か
か
な
た
、
杏
の
花
さ
く
村
を
指
さ
し
て
教
え
る
の
で
あ
っ
た
。  

【備
考
】 

杏
（あ
ん
ず
）の
花
咲
く
村
落
の
風
景
が
絵
の
如
く
浮
か
ぶ
、
絵
画
的
な
叙
景
詩
で
あ
る
。 


